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講 演

2009年5月14日(木)・第12回通常総会特別講演(東京・虎ノ門パストラル)

講師・演題

相津益男:グローパル時代の科学技術・イノベーション政策

社団法人

日本工学ア力デミー
THE ENGINEERING ACADEMY OF JAPAN 



日本工学アカデミーの使命 ! 

j 社団法人日本工学アカデミーは、広く学界、産業界及び国の機関等において、工学及び科学 j 
j 技術並びにとれらと密接に関連する分野に関し、顕著な貢献をなし、広範な識見を有する指導 j 
h 的人材によって構成されており、工学及び科学技術全般の進歩及びこれらと社会との関係の維 j 

持向上を図るため、下記の諸活動を通じて、我が国ひいては世界の発展に資することを目的と 骨

する。

記

1 )国内外の工学・科学技術政策、教育等に関する調査研究、提言活動を積極的に行う。

2)国内外における学際・業際的及び新技術領域の活動を推進することに資する調査研究等の

諸活動を積極的に行う。

3)国内外の工学、科学技術の健全な進歩発展に寄与するための教育活動、及び一般に対する

普及、啓発活動を推進する。

局内

4 )上記の諸活動を効果的に実施するため、国内外の諸団体、特に海外の工学アカデミーとの

連携を強化し、共同事業等を推進する。

5 )上記の一環として国際工学アカデミ一連合の主要メンパーの一員として、特に近隣諸国に

おける工学アカデミーの設立に対して、良きアドバイザーとしての責務を果たす。

2000年 7月19日理事会

へ



グローバル時代の科学技術・イノベーション政策

i 1967年 初l浜国立大学工学部卒業

! 1971年 京京工業大学大学|流IW土課税修了

i 1980年 筑波大学物質工学系助教J受

i 1986年 来京工業大学工学部教授

! 1994イF

! 2000ilミ

! 2001 {jo 

， 2003ilo 

*京工業大学生命理工学部長

東京工業大学副学長

東京工業大学学長

11本学術会議会日

文部科学省大学設i丘・学校法人税議会会長: 2004ilo 

i 2005年 文部科学符中央教育審議会委u.大学分科会長

凶立大学協会会長

: 2007ilo 内|弘IJ仔総合科学技術会議議日

内|品1官房長11的財産戦時本古I¥H

司会者(山田専務理事) 通常総会の後で恒例でご

ざいますけれども、これから特別講演を|剖始いた

したいと思います。既に何度もご紹介しましたよ

うに、本年度の特別講演は、内閣府総合科学技術

会議の議員でいらっしゃいます相滞z益男先生にお

願いしておりまして、「グローパル時代の科学技

術 ・イノベーション政策Jという題名で1時間ほ

どご講i1irいただきます。

id初に、中原会長より相棒益男先生のご紹介を

お願いしたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

中原会長 相棒説男先生は非常にご高名でいらっ

しゃいますので、改めてご紹介の必要はないかと

思うのですが、ごくポイン トだけ思い出していた

だきたいと思います。

相禅先生は現在、内閣府総合科学技術会議の議

員をしていらっ しゃって、 1971年に東京工業大

学大学院博士課程を修了されました。それ以来、

東京工業大学の教授を経まして、 2001年から

2007年、東京工業大学の学長を務められました。

この間、国立大学協会会長など多くの公l慨を歴任

されまして、 2007年に内閣府総合科学技術会議

議貝常勤、 そして内閣官房知的財産戦略本部品等

に就任されて現在に至っておられます。

相j宰益男 (あ吋・わますお)

ご専門は生命工学、バイオエレク トロニクス、

バイオセンサ一等でございまして、世界のパイオ

ニアとして内外の多くの学会でご活躍されま し
守、
I~ 。

日本学術会議の第19期の会貝でもいらっしゃ

います。内外の学会より多数の貨を受1'i・しておら

れまして、 2005年に紫綬褒章を受章されました。

相棒先生は、 1993年以来、日本工学アカデミ

ーの会員であられ、 2004年から2006年まで理事

を務めていただきました。

また、私が東京工業大学のMOTプロジェクト

の応援をお引き受けした|按に、相棒先生が学長を

しておられま したので、 |時々大学でお会いしてお

世話になっております。

それでは、相津先生、よろしくお願いします。

相漂益男講師 中原会長、大変ご丁寧なご紹介を

いただきまして恐縮いたしております。本日、皆

様方にこういう形でお話しできるチャンスを与え

ていただきま して、まことにありがとうございま

す。

(スライドl、2次頁)科学技術政策、それから

イノベーション政策は第3期科学技術基本計画に

基づいて進展しておりますが、科学技術基本計画

そのものがいろいろと修正を迫られるほどに世界
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スライド1

タローバル時代の
科学接術・イノベーション政鑓

相湯量産男

内閣府鎗合科学銭術会...

元東京工S医大学学長

スライド2

WJの幕末における黒船そのもので、第2次の黒船

は、第2次世界大戦終了時だと しております。そ

して、今が第3次の黒船に相当するときである。

しかし、黒船はもう来ない、来る必要もない、日

本はもう大固なのだと。だから、みずからの佃i値

判断で、みずからの選択を行うべきだと訴えます。

この本には、オパマ政相tに移るときのアメリカの

状況が克明に描かれていて、これからアメリカは

このようにいく。そこで日本は、アメリカを単に

頼りにするとか、アメ リカの意向を伺いながら、

みずからの行動を決するという姿勢ではなく、独

自の選択をしながら進むことがアメ リカにとって

も極めて重要であり、期待するところだとしてい

ます。

これは、大変重要な指摘であります。この本は、

世界の激しい動きを的確に反映しておりますの

で、大変刺激を受けたところであります。

(スライド4次頁)今、さまざまな科学技術政策、

あるいはイノベーション政策が世界で進んでいま

す。日本では科学技術とイノベーションを一体的

にインプリメントするような形での政策策定がよ

ろしいだろうという意味でト Jでつないでおり

ます。

世界がグローパル化されている中で、同H寺に多

スライド3 極化という流れも山てきました。今回の経済危機

醗圏
E国盟理彊l'I!DlIIl

LJ;JJh:!l 

lI.IIIIf:よlIiI!!i1'i!恥lJJt !・
l1liまオパマに で ~ 
lなlこ-待できるのか...  
E 材吋マノミクス碇慌ω氏側..~ ・

が激しく変化しております。

• 

(スライド3)最近アフラック日本代表のチャー

ルズ ・レイクが、 f黒船はもう来ない!Jという

本を出版いたしました。何だろうと忠われるよう

なタイトルの本でございます。

第I次の黒船は、いうまでもなく、江戸時代末

2 

に伴って、 G8ではなく、 G20あるいはG2だとい

う形で進んでいることがまさしく象徴しているの

ではないかと思います。

G20は、世界のGDPの90%を占める。このこ

とが多極化を典型的に示しております。そういう

位置づけの中に、アジアの日中印3つの国プラス

韓国を加えて4つの国の状況というのは、世界の

中でこれから極めて孟要な役割をしていかなけれ

ばいけないだろうと思います。この中で、アメ リ

カとの関係、アジアの中での中国との関係、その

他のことをいろいろ考えたときに、日本のリーダ

ーシップそのものが非常に難しいところでありま

す。

今、主要国は、科学技術政策、あるいはイノベ

ーション政策を位界に発信しています。これらの

国が非常に似たようなスタンスで政策を策定して

いる。このようなことをよくとらえなカfら手主治f国



スライ ド4

[世界の科-学技-街イバーシヨ流苧I

t霊界の中の日本、アジアの中の日本

.日本の存在蟻低下
・国際的な続争と筒慎

・1)ーターシツプ、ソフトパワー

スライド5

[ 繍的成長に多様な制約・閥 I 

グローバル1111
.地E書温暖化
-安心・安全:感染症
....エネルギー
・食料・水
・人口問館、貧困

SustainHbility: 

国旗的自国j約・螺M 1 
..;;化・人口減少 l 
.資源・エネルギー・食事』の
安全保障 ' 

J 

t寄餓的経済成畏

独自の政策を展開しなければなりません。

(スラ イド5)すべての国が持続的な成長を目的

としております。しかし、いずれの国にも制約だ

とか謀題が山積みであります。 2つに分けるとす

れば、グローパルレベルの諜題、もう 1つは国家

的な諜題という ことになるかと思います。

これらのグローパル課題とか国家的課題が科学

技術政策、あるいはイノベーション政策に探くか

かわってまいります。

(スライド6次頁)そこで、諸外国の科学技術政

策、イノベーション政策の中で、アメリカが政椛

交代という こともあり、大きな関心を集めており

ます。皆様ご、承知のように、イノベー トアメ リカ

という形で、イノベーション政策が打ち出され、

G8圃圃争 G20

(;20の(;DI'
世界の90%

競争力強化法という法律として強化された。ここ

までがブッシュ政権で、あります。

日本は、イノベート アメリカが出たときから、

イノベーション政策を取り込もうとしてきまし

た。柘植先生はその当時の総合科学技術会議議員

でおられますが、第3期の策定を始めた、あるい

はかなり進んだ段階でイノベーションが盛り上が

ってきたのではないかと思います。

第31~Jの中にもイノベー ションが言葉としては

たくさん出てきて、位置づけられているのですが、

きちっとした施策になっていないので、一一一私が

申し上げる といささか問題があるかもしれません

けれども一一そこのところが今日のディスカッシ

ョンではないかと思っております。

科学技術はブッシュ政権でもある程度重要視さ

れてきていたわけです。同時に、人材育成が非常

に重要だという ことで、特に理数教育の重視とい

うことで、教育される側の問題だけではなく、む

しろ教える側の教師の質の問題を何とか充実させ

ようと展開されておりました。

今になれば、ブッシュ政権は科学技術政策に関

してはかなり冷淡であったということになるので

すが、オパマ政権で科学技術にウエー トが一挙に

移ってきま した。イノベーション政策もさらに進

んできました。その典型的な例が、 ES細胞の研

究で、本当にドラスチックに、大統領就任問もな
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スライド6

l 米圏、科学繍・イノベーション政策の強化 | 
E∞5![IQぜ1 2佃4咋1211

オパマ大統領、 Changc!学
会
・鐙
祭
界 科学筏術・イノベー

ション政策の強化

021世紀型政府に転換

.OSTI・と大統領鋪佐官

'("10 

米国再投資・再生j去(景気刺激j去)
(J hc ̂ mcric.an Rcin¥c..ln¥ent :md I(叫制的八叫

02∞911'2Jl円日.パラク・オパマ大統領が署名

。総繍7.870億ドル.U学校術関係予算は

2日埠ドJ1，{約2尭同}

O米国銀争力の向上

.米製品の海外展開

M科学筏術役資の大幅増

知財戦略の強化

0固標的盤要録阻の取組

'Crccn N刷、1)0.1

'11で健僚経持費限減

E璽彊
'1¥イオメディカル研究 I 0 NIH. NSF. DOE且ぴNISTに討して量点的主役買

・ES細胞研究の推進 10主主対躍は‘大箆研究施段・I!t備‘代目ヱネル

ギー開通研究開発資等

く解禁してしまいました。

オパマ大統領は科学者に信頼を干寄せ、科学に多

大の期待を寄せるという基本姿勢を明確に示して

います。科学技術担当の大統領補佐官、 DOE(エ

ネルギー省)長官その他の科学技術関係の主要な

ポジションにサイエンテイストを任命したという

ことは、その証左といえましょう。

先週でしたでし ょうか、 全米科学アカデミー

(NAS)で大統領及び科学技術関係の閣僚メンバ

ーが次々と演説をしています。大統領演説には科

学への基本姿勢が具体的に示され大変印象的でし

た。

その後、いろいろなアイテムが打ち出されてお

りますけれども、 iJt気刺激策として予算化されて

いる部分だけみても、相当のものが投入されてい

るわけで、あります。

このようなことで、依然としてアメリカの動き

というのは、我々にと っても大変重要であろうか

と思います。

(ス ライド7)日本の科学技術政策、イノベーシ

スライド7

| 回 1の科学技術・ω ーシヨン政策 l 
科学技術劇造立国:

・科学技術基本滋の制定、科学技術会議の段置 (1995)
.第1期科学妓術基本計画(1996-2000) 

相陣造改革:
・第2期塞窓計画、総会科学妓術会議の段置 (2001)
.行政改.:独立行政法人の発足 (2001) 
・知財立国:知財釜本法の制定、知的財産戦略*guの設置 (200.1) 

.大学改革:図立大学浩人の発足 (2004) 

-第3期基本計画 (2006引 110) 
・長期総略「イノベーシヨン25J (2007) 海洋釜本遺 (2007)
・研究開発力強化法 (21108) 宇宙釜本議 (2008)

将来の成長に向けた科学技術政策の 1----IJi..I_....."'.，..."H-...，............=""_"'" 1 
E要閥、総合科学概錦 、削M1-・l卵期科学技術基本計画の策定 l

4 



ヨン政策の動きでありますが、 199511::の基本法

に基づいて第lWJの科学技術基本計四が96年にで

き、そして今、第3期であります。それから、第

2!切の計画がスタートするときが省庁再編の時期

でもあり、国立研究機関が独立行政法人に移行し、

2004年には国立大学法人も発足し、国の構造改

革が一挙に進んだわけであります。

それから、生1111::1の国家戦略も大変重要だという

ことで、知的財産基本法が制定され、内閣官房に

知的財産戦略本部が設iEされました。

第3!別基本計画には、イノベーションとして独

立 した政策策定に至っていないのではないかとい

うこともあり、イノベーション25が策定されま

した。 しかし、これを政策展開するところが必ず

しも十分で・はなく、 現在ではその一部が第3期基

本計画にインプリメン トされているという状況で

ございます。

それから、海洋と宇宙のいわゆるフロンティア

の関係では、それぞれに基本法が制定され、同時

にそれぞれの|剖発本部ができました。

このように進んできたわけでありますけれど

も、世界の状況が非常に大きく変化しております

ので、基本計画を淡々と実行していくという状況

ではございません。そこで昨年も今年も総合科学

技術会議は、その年の重要謀題という形で新たに

諜題設定をして展開しております。

今年は1月に今年の重要謀題というものを出し

まして、先月の本会議で将来の成長に向けた科学

技術政策の重要課題として提示しております。こ

れは来年度の概t~~要求を策定していくときに、資

源配分方針として反映されます。つまり第3期基

本計画の最終年度の予算を構築していくときにガ

イドラインになるわけであります。そういう意味

で、 3期の締めということになり、かつ4WJへ向

かつてどうするかを覗かせながらということにな

ります。

今、第3!UJ基本計画の中間フォローアップをし

ておりますが、これが間もなくまとまりまして、

同時に第4WJの基本計画の策定に入ります。

(スラ イド8)そこで、皆様十分にご承知のこと

でございますが、第3則科学技術悲本音|画の全体

像をさっと説明させていただきます。

スライド8

(スライ ド9次貰)これが全体のフレームワーク

でございま して、基本姿勢として社会と国民に支

持され、成果を泣元する科学技術ということで、

社会との関連を明確にしております。それから、

人材育成と競争環境の重視、モノからヒ トへ、機

関における個人の重視ということでございます。

人類の英知を生む、国力の源泉を創る、健康と

安全を守るという理念に基づきまして、 6つの大

日棋を設定し、それぞれにさらにブレークダウン

した目標設定をしております。

この大きな目燃のもとに、 3つの施策群を作っ

ているわけでありまして、第1は基礎研究の推進、

第2は政策課題対応型研究開発であります。基礎

研究は主として大学等が支えると ころ。政策課題

対応型研究開発は、研究開発独法が支えるところ。

ただし、政策課題対応型研究開発は、 8分野重点

化であり、そこは大学も競争資金を獲得できるよ

うな仕組みになっています。第3番目がシステム

改革であります。

(スライ ド10次頁)このよ うなフレームワーク

のもとに、国の科学技術関係予算をどう投入する

かをご説明いたします。

第3!切は5年間で25兆円と いうことをターゲッ

トにしてきたわけであります。これを見ていただ

くと、各年度、地方自治体分を加えても 4兆円を

超えるところでとまっております。ですから、年

平均5兆円をということで本当は進んでいかなけ

ればいけないのですが、 4兆2，000tiJ:-4兆3.000憶

のと ころがバ リアになってお りまして、 それを超

えることがなかなかできません。
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スライド9

1 社会・国民に支持され、成果を還元する科学技術
2 人材育成と鶴争環慌の置視、モノからヒトヘ、栂関にお付る個人の霊視

理念1 人類の英知を生む~知の創造と活用により世界に貫献できる国の実現に向けて~

理念2 国力の源呆を創る~国瞭鵡争力があり持続的発展ができる国の実現に向けて~

理念3 健康と安全を守る~安心・安全で質の高い生活のできる国の実現に向けて~

大凶際1

飛語知の発見・発明
由来来を切り結<~4軍~知協の冨積・創造

け】筋LL'IlUI'1l!阜の発見.".明
(2) #.温Ilt.i飽栴革僚のa寂と駐る知慌の創造

大III喫2
科学様術の限界突破
』人短の夢への健砲と実現

(31 世罪量UI;II<IIlのプロ~J:~トによる

科学後舗の奪事l

大同僚:1

環境と経済の両立
-1I1l1と鰻lIfを両立し持続可健な発展苦実Il!

(4) 地!f;at量化・エネルギー問旭町克服
(5) 慮鳴と踊相する循珊盟組盛田実Dl

k~H里4
イノベータ一日本

目皐衝を続lする鎗f.Cl~経済・盆黛を実現

(6)世興奮117す晶ユピキ'"ネットtt舎の実現
(7) も由づ〈りナンバーワ〉国軍由実現
(8) 何学館街により世界を絢ち償〈庖量鰻争力の強化

大111f.5

生涯はつらつ生活
ー予倹から高書官者まで包簡なe-院を実現

(9) 国民E泊ます備の克巳
(10) 胞もが元気に暮らせる縫合由賓硯

大UI事1;

安全が締りとなる国
』世界一安全(0111.日本を実自見
付り国主と担金町宮量櫨11
(12) 暮らLの安企檀偉

スライド10

日本の科学技術予算 I 

: 仁=コE拡刷t 匿二3翠司s訂町凹問聞。叩加蜘ne叩脚d蜘山闇仁=コ 釦抑仰加町官加澗醐閣m剛1倫町、

.::~~:...~:... .. ~:.J~~.?!!~明則的L... '::::::::::'..照明.. 

(Billion 
yen) 

4.000 

今年も当初予算は3兆5.000億なにがしでござい

ます。これにはまだ補正も含まれておりませんし、

自治体も含まれておりませんが、今回の超大型の

補正で現在のところわかっております数字は、

1.4兆円が科学技術関係予算としてここに上乗せ

になります。1.4兆円ですから、地方自治体を加

えると5兆円を超える額になってまいりまして、

ここのところで大きな勢いになるという状況であ

ります。

とに、それぞれの科学技術関係予算が動いている

わけでありますが、この一番下に書いてございま

す数字が、今年度の予算でございます。これはも

ちろん補正を含んでおりません。そこで基礎研究

の関係は、国立大学の運営費交付金、それから私

立大学助成等々が含まれている部分で、科研費が

競争資金として含まれておりますが、 トータルと

して1兆5，000億円弱でございます。

政策課題対応型研究開発は、研究独法の運営費

交付金と、戦略的重点分野の競争的研究経費であ(スライド11次頁)先ほどのフレームワークのも

6 

局、

河内



りますが、

す。

スライド11

-・~~王豆古田膏理事E事Ælヨ沼EE--

第3矧科学技術基本計画

理念il人類の英知を生む、 2.国力の源泉を創る、[H鍵康と安全を守る

仁 亙 日の創造 2 イノベーション創出に加速的につなぐ > 
-研究者の自由な独創
的発想で飛m知の創造

.多織な分野の基礎研究

.戦略基礎研究

、一一一一一一ー一一 一一一一一ーノ
・大学等(医立大学法人遺営
環交付金.私立大学助成金等
の遺書量的経費)
・科研費等の蛾争的研究経費

H~4， 769億同

NOBa  PRIZE IN 
CHEMtSTRY 

....，-_忠士」に....-.

-aJiI:;;'lH軍事豆CI~JI・・・.Iiヨ目:歪駁奮ミヨ・・

| ラ例イ以
・情報通信

-環績
・ナノテヲノロジー・材斜

-エネルギー
・ものづ〈り銭術
.社会占基盤

・フロンティア

国家基幹妓術

-研究強浅の遭曾畏支付金
-鍵略的量点分野の飢争的研究経費

1~~6，869億円 {内臓略量点4 ，677包円 )

-多憾な利学筏術人材
の宵成・確保
活11の促進
.知的限度職略

・科学緩衝による地縮
活性化

-科学筏術外交の強化

.ll争的経質

3，910鎗円

スライド12

tI"":'・マ司・，司・ー・一、~.，
t心会去三三~o."'- .

!r究明 t-_)) .‘ .1 ..l ，-. ， 

.~-ト

刷。OELPRIZE

‘ 1・'・ー一 、竺吋ICS

~年ノーベル化学賞E

h下村傭博士 E 

、~ ---P.J!fナ ・ Jグ 、 前

NOBELP筒IZE 二

IN"印刷眠、 • .:....:.: .-

y--之官 江 よ だ - - -乙宅三宮 J: 
・...-_..，...._二._-ー国噛....~帆嗣骨圃句

日声器五寄せ..::::，l"-'"::，・ー・一

三七..二 :;-;;;.=~.:' í .. 
三子~~::;=羽r. -_，'官:' ~ .i .
主主主主二;...... '¥1弘-4

喫緊課題:基礎研究推渇の強化、若手研究者の育成 !

トータル1兆7.000億円ぐらいでありま 三 FI~ し上げます。

システム改革が4，000億円ぐらいあるわけでご

ざいまして、これはシステム改革ですから大変多

掠な内容が入っております。この部分と いうのは

直接的な研究目だけではございませんので、科学

技術基本計画を進める上で非常に重要な部分とい

うご迎H仰をいただければと思います。

(スライド12)大変大 きな興哲を与えてくれまし

た。多数の方々がノ ーベル:uを受賞されま した。

基本計画の中では、人類の英知という 部分であろ

うかと思います。

このことをき っかけに、さらに我々は努力しな

ければいけないということで、いろいろな検討が

進んでいます。今、文部科学省でも恭礎研究を強

化するべきだということで検討 されていますが、

私どもも基礎研究推進をさ らに強化するというこ

そ こで、 第3~別基本計画で、どんな成以が/1\ て

きたのか、達成状況はどうなのかということを二、

EA] Information No.140/2010年2月 7 



スライド13

[ 科学のス十スター繍_ 1

箇の多織な支tI強化
.研究資支tI
-知的財産嶋崎体制

オールジャパン体自由~ ! 

とと、 若手研究者の育成を何と しても達成して、

これらの方々に続くような人をでき得る限り多く

育成する ということ を掲げております。

(スライド13)それから、科学の世界にスーパー

スターというのはふさわしい呼び名かどうかわか

りませんけれども、山中仲弥教授はその役を今や

っておられる。先ほどオパマ大統領が就任すると

同時に、科学技術に関する大きな政策を動かして

いる と申 し上げましたが、オパマ大統領は、アメ

リカにおけるES細胞の研究を解禁するという大

統領の署名をする席に山中教授を招待し、その而

前で解禁をした。日本ではちょっと考えられない

ようなやり方であろうかと思います。こういう こ

とも、 iPS細胞が、今、 世界に大きなインパク ト

を与えていることの一端ではなかろうかと思いま

す。

国際競争は本当に激化しております。同時に、

国際協調に本格的に取り組まなければいけないと

いう ところに来ております。国を挙げていろいろ

な支援を強化しておりますし、研究費だけではな

く知的財産の体制の整備も進んで、おります。山中

教授がみずからオールジャパンの体的IJでいきたい

という ことを強く主張されたので、政策策定とし

ても重要視しております。

山中教授の最近の状況がいろいろと報告されま

したが、 iPS及びES細胞の研究の論文数が世界全

体で非常に伸びております。ところカ{iPSでは、

山中教授のグループ以外はほとんどなく、既に圧

倒的な差が出てきてしまった。これをどうするか。

山中教授のヒト iPS刺胞の論文が出たときに、

既にアメリカは同日に論文を出している。同時に

いろいろな大学が大きなチームをかかえて、それ

ぞれの大学の中でさえ競争が起こるような状況で

す。日本と しても何とかしていかなければいけな

いという大変重要なところに来ております。

(スライド14)それから、 iPSに匹敵するともい

えるぐらいの世界 トップレベルの日本初の革新的

技術がたくさん出てまいりました。

ここに掲げましたのは、 23の技術プラス国家

基幹技術5つであります。この23の技術を総合科

スライ ド14

| 世界トップレ州の日本発「草新的技術J-

8 

高速大容量通信網技術(オ

電子デバイス銭術
(スピントロニヲス、 3次元半導体、
カーボンナノチューブ、 MEMS集積化}

高度画像妓術 (3次元映像)

グリーン化学設街

(遺伝子組換え微生物利用、
エネルギー生鑑、新触幾}

食科生産桟術
{小変 ・大豆司事耐性・多収化、 新村料銭術
ウナギ・マグロ完全餐殖) (新車量伝iJJ材料}

希少資源対簸篠術
(レアメ ~Iレ}

思家番勝銭術
(次世代スパコン、海洋地理観測システム、
X線自由電子レーザ}、 FBRサイク11-、

システム}

i※ f革新的技術J1;1:，後術動向を注視して総合科学妓術会織が不断に見直す

i※ 1也E事，畠暖化対策関係の伐材iについては、革新的筏術戦略の一環として『環続エネルギー筏術革新計画』
として別途とりまとめ



1 )次世代スーパーコンビュータ
2) X線自由電子レーザー

スライド15

日!]|
海洋基本法の制定(2007)

宇宙基本法の制定(2008)

3)高速増殖炉(FBR)サイクル按術

4)宇宙鮪送システム

5)海洋地蔵観測探査システム

1附内保曽:f'打上げ

~[事.11自主殖'"

2007年度

星出守盲1.¥ti:tIlA

2008年度

学技術会議はいろいろな仕組みを使って選びまし

た。比較的ブロードな名前がついておりますけれ

ども、日本の故も強いと考えられる技術でありま

す。もちろん、 iPSも入っているわけでありまし

て、再生医療技術としての展開が期待されます。

これらは既に国のサポートのもとに進んで‘いる

技術でありますが、これを淡々と進めるのでは、

間に合わないのではないか。もっと加速するべき

ではないか。そういうことになった場合には、も

っと機動的に資金投入ができるよう な仕組みがほ

しいということで、H下年、総合科学技術会議が提

唱し、経済財政諮問会議がそれを全而的にパック

アップしてくれまして、関連大臣の合訟のもとに、

革新的技術推進費という新しい研究貨を投入でき

る枠をっくりました。

この財源の管理は文部科学省ですが、どういう

ところに使うべきかは、すべて総合科学技術会議

の決定で資金投入できる仕組みであります。しか

も、会計年度ということには純られますが、いつ

でも機動的に投入、上乗せできるものです。当初、

科学技術関係予算の1%をめどにしましたが、最

終的には60億円にな りま した。新たな仕組みが

できたということで、大変重要であります。

現在、 23の技術から数種類の技術に機動的な

追加資金投入をするということが大体決まりまし

た。間もなく それが公表されるような段階になっ

3， 蛤 HTV実lil彼打上げ

JJZ山 Il~~
fi国字竃J1tl::::J・温 n‘ー. 

.. 叫 司・v
阻盟且且玄且血11 2010年度

ております。世界の動きが非常・に激しいので、通

常の予算を執行していくというだけではこの速さ

に遅れて しまうというところがございます。この

ような機動的な対応をしているというところでご

ざいます。

(ス ライド15)国家基幹技術については、この5

つが国際的に協調 しつつ動いてお りまして、海洋

と宇宙に閲 してはそれぞれ開発本部ができて、順

調に進んでおります。

(スライ ド16次頁)世界トップ拠点をつ くるこ

とが第3期で大きな目標になりま した。現在、

WPIとl略称、していると ころでございますけれど

も、 5つの拠点が動いているわけであります。こ

れは、 4大学および物質 ・材料研に設置されまし

た。特区のような形で、ここには思い切った制度

の制約その他を取っ払ったような形で進んでいる

ものであります。ねらいは、日本人だけがそこに

集まって国のためにという形でなく、多様な頭脳

が集ま って、競争的に新しい分野を創出するとこ

ろにあります。そのために外国からすぐれた頭脳

を芯きつけて、 そこで研究してもらうというよう

な仕組みであります。今、 中間評価も進み、それ

ぞれの拠点が高い評価を受けております。

山中教授の研究は、 WPIの中で行われてきた

わけで、ありますが、 110もなく新しくiPS調11胞研究

センターが、相当大がかりな研究所としてスター

EA] Information No.140/2010年2月 9



スライド16

l 世界トップ拠点形成が進展

World Premier Intemational Research Center (WJ>I) 

1.京都大学:物質一細胞統合システム拠点

2.大阪大学:免疫学フロンティア研究センター

3 東北大学・原子分子材料科学高等研究機械
4 物質・材料研究機構 国際ナノアーキテクトニクス研究拠点

5.東京大学. 数物連傍宇宙研究機構

優れた磁脳を

t世界から惹きつける

多織な研究者の競争的環境
w分野の融合による創造

京都大学iJ>S細胞研究センター(CiRA)

iPS細胞、京事s大学山中伸弥数獲

強力な集中投資、オールジャパン体制!

スライド17

l 多駒山改革が進展!

創遺性質かな多舗な人材の
育成、活..確保の促遁

-大学院微育改箪
ーグローバルCOE
一大学院微膏~.イニシア
ティプ

・女性研究者、外隠人研究者、
若手研究者椅.多車種な人材
の育成・活置の促遜

科学設衡による由自慢活性化

科学緩衝外受の強化

知的財鹿嶋崎

11学連織の強(1;

事繍な制度政事

トします。このときのモデルになっておりますの

は、山中教授が今、アメリカのカリフォルニアで

併任している研究所でありまして、このためにも

相当な資金投入がまた必要になってまいります。

建物の完成が間近かのようです。

(スライド17)そのほか、システム改革でさまざ

まなことが展開されておりますが、時間の関係も

ありますので、詳細な説明は省11陪させていただき

ます。

(スライド18)今申し上げたのは、 当初の基本計

画に基づいての進捗でございますが、それでは間

に合わない、何とかしなければいけないというこ

とが幾っかありますので、そのご報告をしたいと

思います。

10 

スライド18

(スライド19次頁)その1つが 「社会還元加速プ

ロジ‘エクト」です。技術開発が相当進んで‘きてい

るけれども、なかなか社会に出ない。社会に出な

いところに何かバリアがあるのではないか。それ

を突破するために社会迎元加速という呼び名の新

しいプロジェクトをスタ ー トいたしました。「イ

ノベーション25Jという提言の中に、 2025年に

実現するべき社会像が提示されています。それぞ

れを実現するためには、技術の開発だけではなく、

制度の改革、それを受け入れる社会の受容体制を

改革し、導入を加速しなければならないという こ

とで設定されたものであります。

当面、 5つの社会像にそれぞれ1つずつのプロ

ジ、ェクトを設定しております。例えば、人体機能



F 

f!' 

スライド19

. イんh ン創出の加批 D
社会還元加速プロジェクト

問題! 研究開発の成果は、要寝技街として確立されつつあっても、
国民がそれらの按術を事受できていない

川ノ…ン25Jの畑一圏且
異分野技術融合、官民協力・府省融合、システム政革、

解決策 技術の社会システふとしての実証研究 (5年以内に開始)
を通して成果の社会還元を加連

1生涯僧底な社会 3多織な人生を送れる社会
・人体機能を補助・再生する医療 ・先進的な在宅医療・介躍

2安全・安心な社会
-災害情報通信システム
・安全で効率的な道路支過システム

( ITS) 

4世界的観題解決に貢献する祉会
・食料・飼料と競合しないバイオマス
資舗の総合利活用

5世界に聞かれた祉会
-音声コミ.:r.=ケーション技術

スライド20

ト1 …ーシヨン創出の加跡~
「革新的技術推進費」の創設

日本宛の革新的技術に機動的資金挽入し、イノベーション創出を加速

総合科学技術会議

スーパー
特区

革新的技術(現在23技術*+国家基幹技術)

連動!

技術B

*総合科学技術会議が、技術動向を注視して不断に見直す

を補助・再生する医療、先進的な在宅医療・介護

です。この中に1つ、ロボティックスが入ってお

ります。このロボティックスは、必ずしも人の形

をしているロボットだけではなく、介護する人を

補助する人体機能の部分補強機能のあるロボティ

ックスが、技術的にはもうほとんど問題ないとこ

ろまできているo しかし、いろいろなところにま

だバリアがあるo これを、後押しするように進め

ております。

このプロジェクトは、 5年のうちに実証実験を

終わって社会に還元できることを目指しておりま

す。イノベーションというときに、社会的な仕組

みをいろいろと変革しつつということが指摘され

ますが、そのようなことの1つの例という位置づ

けにもなるかと思います。

(スライド20)第3期計画には政策課題対応型の

研究開発というのがございましたが、政策課題な

り目標が設定されていても、現実にはそのつなが

りができておりません。何としても社会が解決し

なければいけない課題を、この研究開発で解決す

EAJ Information NO.140 / 2010年2月 11



スライド21

2蒜獄競艇)

口 気候温暖化は、先進国、新興園、途上国を越えた、人類共通の標題

ロ 温室効果ガス(GIIG)排出削減を地球規模で推進することが喫緊の課題
グ口一パルな枠 t温2みでのl口守b

口 日2本転はE環緊境.ヱネルギ一技術の先進国

GDP当たりC02排出が世界掻少レベル、環境と経済の両立

件:字f却の Eなしl二、 f，辺.ij.，.);， ~コのは困

2050年世…G叩恥 | 

国・・ 低炭紫社会(Lo刷o側l'，!U:_l釘r伽 s州 yり-l 
スライド22

グ一
目本のリ一タ-シツプ |園目

COP3，京都， 1997.12

京都機定書採択

|京都機活発効、 2005.2

|COPI山 is.2()()7.12

!ωl山山側 12

COI' 15， I)cnrnarl" 2009.12 

2007.6 G8首脳会合(ハイリゲンダム)

『貧しい塁50(CoolEarth 50)J 
長期目標を、回限的に共有することを鑓案

2008.1 ダポス会隠 「クールアース推進事前懇J

(2008.7 吋脳会合洞爺湖

2009.7 G8首脳会合、イタリア

るぞというようには向かっていないのです。ここ

のところを何とかしなければいけないというの

が、これからお話をするところであります。その

代表例がグローパルな諜題にどう取り組んでいく

かであります。

を挙げて取り組んでいく ことが必要だろうという

ことで、 2050年に1990年比で世界のGHGを半減

させるという こと をクールアース50という 形で

掲げたわけで、あります。これは長期目標でありま

すので、特にヨーロ ッパとは中JUJ目標を定めるべ

きというやりとりで、最後の段階に来ているわけ

です。いずれにしても、低炭素社会という こと を

掲げてのアプローチであります。

(ス ライド21)我が国は環境 ・エネルギー問題に

|期して、産業界全体でも取り組んできたように、

大変エネルギー効率のいい等々で、環境・エネル

ギー技術の先進国といわれるところであります。

そういうことからも、 このグローパルな謀題に国

12 

(スライ ド22)世界の動きの中で、日本は総理が

次々と代わって しま ったという状況があるのです



けれども、それで‘も恭本姿勢は崩れておりません。

昨年G8のサ ミッ トが洞爺湖で行われ、そこで中

期目標について合意がとれればよかったのです

が、そこまではいかなかった。今、以後の詰めと

いうことで、，，:q~J 目標の設定に差 しかかってきて

おります。

スライド23

..一「低鹿，緩優社会』の実現に向wて . 

川リユーション(低炭銃社主

dd・...... に閥鰍yfぷの統合J

(スラ イド23)そこで、基本計阿において、この

ような諜題を解決するために取り組むときに、何

がバ リアかについてお話しいたします。

政策課題対応の研究というのは、 8分野を重点

分野と して進めているわけであります。 しかし、

分野別であるため、このような記長組を解決すると

いう形で、その分野の人たちが本当にそれに向か

って取り組むかどうか、ここが難しいところであ

ります。この場合は、必ずしも分野別だけではな

く、基礎研究も重要であります。それから、社会

システムの改革も必要で‘あります。こういうこと

を統合しながら進めていかなければいけないとい

うところで、今の基本計画を進める中で、県:たし

てこれがスムーズにいくかどうか。

(スラ イド24)そこで、総合科学技術会議は環境

エネルギー技術革新計四というものを策定いたし

ました。環境エネルギーというと長いので、低炭

紫技術革新計画と呼んで‘いる場合もございます。

ここで世界を視野に 11本がリーダーシップを発部

しながら進めるのだということを掲げておりまし

て、この計画にはGHGの緩和策に対応するロー

ドマップを作成 し、そのロードマップに基づいて、

それぞれの技術開発を進めていくという形で今進

んでおります。 しかし、それも世界の情勢変化か

ら急がなければいけないというこ となので、今、

それこそ補正予算その他で迫力11的に加速するべき

ということで、目標の前倒しを次々と行っている

ところであります。

環境エネルギー技術のうち、既にもう普及段階

に来ているようなもの、これは国が進める役抑と

民11:]がやる役割と、 うまく分けながら進めなけれ

ばなりません。このようなことで、総合的に諜題

解決に向かっていくと いうところであり ます。

スライド24

| 2-Jb闘の醐み~
現栂エネルギー〈低農繁)按術革新計園

| 世界の多くの国々と考え方を共有し、 l 
1 設が園の慣れた耳慣焼エネルギー緩衝により、 l 

l 世界の地様温暖化対策に貢献し、リーダーシップを宛錫 I 

エネルギーの安全保問、現績と経済の岡立、開宛途上国への貢献

1.設が国は世界に先駆けて環境エネルギー技術の開発と国際協
カをリードし、その成果を積極的に世界に移転する

2 環境エネルギー技術の移転は民聞を主体とし、政府は側面支
援をする

3.民生部門の技術移転の有力な手段として、環境モデル都市の
国際連傷を活用する
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スライド25 ルな課題を解決するためのイノベーションの創

(スライド25)そこで、最後のパートでございま

す。第3期基本計画は順調に進んでおります。そ

して、先ほどのようにいろいろな成果も山てきて、

皆様にもご理解いただけるところだと思うので

す。しかし、世界の情勢変化は激しく、第3期に

は余り明石{Iiに位置づけられておりませんが、グロ

ーパルな課題とか、国家的な課題を解決する研究

開発の重要性が出てまいりました。ここのと ころ

を第4期の策定に向けて、きちっと議論しておか

なければいけないだろうというのがこれからのお

話であります。

(スライド26)これは、先ほど申 し上げたこと を

控理したものであります。第1は、科学技術力お

よびイノベーション力の強化。第2は、グローパ

出。第3は、国家的な諜題を解決に向けるための

イノベーションのt.i1J出。このようなところになる

のではないかと思います。

スライ ド27

科学技術政策

イノベーション政策

科学技術・イノベーション政策

(スライド27)これをどう進めるかでありますが、

科学技術政策とイノベーション政策を別途策定し

ていくかであります。日本では、科学技術政策を

強化するためにも、科学技術・イノベーション政

策として一体的に進めるというほうが効果的であ

ろうと考えております。

(ス ライド28次頁)そこで研究開発を考えた場

合に、非常に多様な分野の基礎研究がすべてを支

えるということをまず前提といたします。この基

スライド 26

l 世界の大転換期を迎えて I 

14 

世界が大事iillする
-グローパル化・多Ol化
・未曾有の経済危機後の世界

グローバル館周の砲事量化・深刻{包
・地E書温暖化

・資.・エネルギー、 食斜、水、 .!Q!ii

国語置的規思の権S量化・深刻化
・少子・高齢社会
・資.・エネルギー・食事ヰ

国際機争力、持続的成長
11国際線開・ソフトパワー

科学緩衝カ・イノベーショ・カ

グローパ)j，際組イノベーション
/1創出の鎗進

箆家的餓11イノベーション
/1創出の織強

-・・・・・・・・・・・・E-
科学按衛政策とイノベーション政績の一体的推進



スライド28

l 科学技術・イノベーシヨン政策策定の視点 l 
知的・文化的価値

社会的公共的価値、経済的価値

ソリューション指向
知の統合型

イノベーション創出
..野緩衝創出

多織な分野のヨ，.研究

礎研究のある部分は人類の英知といわれるような

ものを生み出してくる。これは知的 ・文化的な制li

イ[むを生み出すというもので、独立に佐世づけられ

てしかるべきものではないか。基礎研究のあると

ころからは革新的技術が生まれ、さらにある革新

的技術はイノ ベーションを生み出す。そういう意

味でのイノベーション創出の流れ、これが今の基

本計画の主流であ ります。

もう lつは、グローパルな課題だとか、国家的

な謀題と いうものが明確になってまいりました。

これを解決するためにイノベーションを創出す

る。こういう流れのイノベーション創出というの

があってしかるべきだろう 。具体例は先ほど申し

上げました低炭素社会を実現するというグローパ

ルな謀題であります。 しかし、研究開発を行う立

場だけからイノベーションを生み出すというので

は、なかなか解決に向かわないであろう 。研究開

発する人々は、どうしても自分のよ って立つべき

ところから脱却しにくい。これを何とか打破して

いかなければいけない。同時に、府主;の壁もそこ

に厳然とあらわれております。そのようなことを

越えて進めていくべきイノベーションを明確に位

世づけるべきではないだろうか。

そこで、グローパルな諜j壇とか医|家的な課題を

パックキャス卜して、いろ いろな分野の人たち、

科学技術だけではない分野の人たちも含めて、 一

体としてイノベーション創出に向かう 。こういう

流れを|珂慨にしていく必要があるだろう 。これら

のところから生まれてくるのは、社会的公共的価

値だとか経済的価値と位世づけられる。

スライド29

| グローバル時代の研究開発システム . 

-=科学鏡衛力・イノベーション創出力の強化=-

.. <.~，主 産象界
文学等【国立・公ヂ私立文魚 ， l' 、

文学災闘朝地極構.高専) I 

J 「一度qLdr寸

研究開発能人【含研究助成法人

¥ペン干ャ一文、蛮集界 i 、、，
園，.，~ートナ-;( ，‘ 司・・、_.・・ー

ー一}民間

(スライド29)もう lつ重要なのは、大学等と研

究開発法人、産業界等々が日本の研究開発システ

ムをいかに国際競争力のあるものにしていくかで

あります。昨年制定されました研究開発力強化法

の付則に、 3年のうちに総合科学技術会識がそれ

ぞれのあり方を検討すべしと いう条項が入ってお

ります。ここにはとりあえず「産学官のプラッ ト

フォーム」と書いておきま したが、 それぞれがす

ばらしい組織になっていくということもさること
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スライド30 キングしておりませんでした。そこで外務省との

| イん何プ人財の育成・活閣の推進

世界に通じるイノベーテイブ入院の育成・活RI
・大学・大学院教育改革

多織な人財の育成・活路の促進
・女性研究者、外国人研究者、若手研究者

・高度研究人材、知財人紛

多微な人財の国際循E震の活性化(BralnCirculalion) 

ながら、共通のプラットフォームというものが必

要であろうと。

(スライド30)それから、依然として人財育成、

その活限を促進する仕組みが重要で、あります。こ

こでは 「人財(じんざい)Jとしております。イノ

ベーティブな人財を育成し、活躍を促進すること

については、いろいろなプログラム等も既に進ん

でいるわけでありますが、いろいろとデイスカツ

ションし、固めていかなければ‘いけないところが

あろうかと思います。

(スライド31)さらに、今年から科学技術外交と

いう新しいカテゴリーの施策を推進しておりま

す。科学技術と外交というのは、今まで縁がある

ようで、ないようで、ここはなかなかうまくドッ

連携のもとに、科学技術を推進するために外交を

駆使する。逆に、外交を強固にするために科学技

術を活用する。この両方があってしかるべきだと

思います。そういう相乗効果を考えて、固として

のソフトパワーを強化するというのが基本的な考

え方であります。

既にいろいろと動いておりまして、 これは今ま

でなかなか担任しかったのですが、 ODAの予算を

このようなソフトマターに使っていくということ

に、やっと突破口がひらかれました。アフリカ、

アジアを中心として国際的な共同研究をするプロ

ジ、ェクトがスター卜しております。そのほか、い

ろいろなことがここの中から生まれてまいりま

す。

(スライド32次頁)地域の活性化でございます

が、既にまとめが出ておりますので、詳細は省Ii惜

させていただきます。地域の活性化も新たなステ

ージ.に入ってまいりました。

(スライド33次頁)最後に知的財産であります。

基本計画とはタイムゾーンがちょっと迫っており

ます。ま11的財産戦略は2009年から第3期に入りま

した。これは知的財産戦略本部が進んでいるとい

うところでございます。

以上、 お話し申しましたように、第3~明科学技

術基本計画がどういうフレームワークで、どうい

スライド31

l 科学 制 交 | 
科学技術を活用した国際的リーダーシツプ | 

16 

， .開発途上国との協力
-アフリカとの共同研究プロジェクトの
創設
-地球規模課題対応の国際科学技術
協力:ODAの活用

-開発途上国の人材開発
2 先端科学技術を活用した協力

-革新的な環境エネルギー技術開発の
推進

-国際共同プログラムの創設
3 首脳や間僚による諸外国との対話

科学技術外交

Jデ
相乗効果。



スライド32

l 科学技術山地場活性化 目
地域拠点のエコシステム 目

多様な連携を
強化する

大学の産学官連際機能
を強化する

マネジメントを
強化する

資金の流入を活性化する

仁一郎制度一主主 j 

0知的創造サイクルの活性化

-大学知的財産本舗の段置

-特t午'蓋迅速iヒ治的制定・.務発明}量

定の改正
.1!tM砧1E8洩に闘する罰則の創i量
-関税定ll!法政正による愉入盤止対韓化

.コンテンツ促進法的制定

・下脱法の対意にコンテンツ分野を追加
.知的財産人制胃館総吉取略目簸定

0園瞭的年風間

O地峨への民側且ぴ中小・ベンチャー企

M由主，.
0大学窃に必ける知財田創造と腔牢漣慌

の惟温
0出嗣構造改革・特併審査の沼運I~
Oコンテンツ白煙興
0自本ブランド由僅興

O知的財直人輔の砲俵・育成

』由開始

・悶陣楓~~宮殿"の療定
-地域自体間嶋制度白羽入
.[知耐駆けjbi'守』白位置

'IU干・愉主情報統合検索システムの遣問
.任期付審査曹を5年間で490人様附

'JAPAN国間コンテンツフェスティパル開値

デジタルコン子ンツ諸進使送回ための著
作権法の毘直L

スライド33

Oイノベーシヨン促進のための知財概略
の強化(lPFor Innovatωn) 

Oずローパルf~叩財町嶋田強化(Global
IP) 

0・ノフトパワー度揮の成民鞍略的惟温
(Promoli。向。f50ft Powc， Induslnes) 

O知的財直梅田安定住予見性田確保
(Stab!c IP) 

O利用者ニーズに対応した知財システム

iliL 
-庄畢革f"慢1高田体制堅備
-大学知財本部・TLO的統廃古・車門化

・着用的~f置f'l行使のr.nuへの対応
-ハイレベルな知的財産件空白強化

-棋倣品・海路版鼠舷防止g，約白星結

.コンテンツ白濁件風聞の促進
・デジタルコンテンツの~引環境町霊備

審査における外側聞且活用方療の険制

う成よfi:を出してきているのかということをまとめ

させていただきました。 しかし、第3期の基本計

画を瑚々と実行するだけでは世界の激しい変化に

対応できないということでいろいろと新しい施策

を山していること、さらにそれを強化し、第4JYJ

に向けてどういう悦点で考えていかなければいけ

ないかということのお話をさせていただきまし

た。

司会者 相禅先生、 本当に示唆に日む話、どうも

ありがとうございました。

ちょうど5時なのですけれども、 Iっか2つだけ

…柘植先生、どうぞ。

柘植綾夫 相諜先生、ありがとうございました。

私、政策委員会の委員長を今仰せっかつており

まして、 今日のお話と同じ問題意識をも って日本

工学アカデミ ーのlやでもいろいろな勉強をしてい

るのですけれども、せっかく安倍内閣のときにイ

ノベーション25を打ち上げて くれたのに、その

大変長時間にわたりまして、ご1¥引偲ありがと う

ございました(拍手)。
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後、歴代の総理はだれも忘れているのではないか

と心配していたのに対して、総合科学技術会議が

科学技術政策とイノベーション政策を一体的に取

り上げようとしていることが分かり、本当に心強

く感じました。

今日は日本工学アカデミーの総会なもので、相

湾議員として我々にアドバイスをいただきたいの

は、イノベーションとなると、科学と技術の中で

工学の役割というのがますます重要になってく

る。それを我々がもうちょっと意識して、それぞ

れの社会の立場で実践をしていくということと同

時に、日本工学アカデミー自身が組織体として、

今日の相津議員の科学技術・イノベーション政策

というものにもうちょっと貢献する余地があるの

ではないか。これが政策委員会の、あるいはほか

の委員会の大体同じ命題なのですけれども、例え

ば何をどうしたら日本工学アカデミーとして、組

織体として貢献できるかという 1点。

もう 1つが、今日も出ましたソフトパワーに対

しては、日本工学アカデミーも国際展開を結構や

っているのです。ただ、問題は今、会員個人のお

金を集めて、それを国がやるべき国際ソフトパワ

ーのほうに{吏っているということで、これはこれ

で貴重なことだったのですけれども、そんなレベ

ルのボリュームの話ではもうやっていけないのだ

という。国際的な競争と協調とおっしゃいました

が、日本工学アカデミーが公的な資金をうまく活

用しながら科学技術・イノベーション政策に貢献

する道はないのか。この2点をアドバイスいただ

きたいと思います。

相漂講師 いずれも難しいご質問でございまし

て、私が即答できるわけで、はないのですけれども、

1つ申し上げられることは、先ほど申しましたよ

うに、各工学分野の研究というのは今までも膨大

な、いろいろなことがございますから、これはこ

れで1つの方向性である。ただ、先ほど申しまし

たように、課題解決に向かうような場合には、工

学のさらに細分化された分野の壁をどう克服する

のか、これが大きな課題ではないかと思います。

そこで、この場合には、研究者という立場から

考えたときの個人のバリア、それからいろいろな

組織のバリア等々いろいろございます。そのよう
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なところに対して、工学という 1つの名前を冠し

たところが、今のような方向性のイノベーション

創出にどう貢献できるのかというのは、十分検討

するべき内容ではないかと思います。

今、横幹連合のような形で、横幹技術という表

現もあるかと思います。これはむしろ1つのデイ

シプリンとしての横断的あるいは基盤的な工学の

設定になるのではと思うのですが、そういうのも

1つの考え方かと思います。いずれにしても、何

か目的のためにそういう総合的な攻め方をすると

いう姿勢をどのように取り組んでいくかというこ

とではないかと思います。

もう 1つのご指摘の点でございますけれども、

これもなかなか難しいところではございますが、

外交面でもし具体的に展開できることの中身が、

国のレベルの大きさといいましょうか、国の全面

的にパックアップが必要な大きさであるならば、

これは国のサポートがかなりできるのではない

か。先ほど申しましたように、 ODAのような大

きな壁が、部分的ではありますが、突破できたと

いうことを申し上げたのはそのことでありまし

て、ある意味では、国の支援すべき内容に大義名

分といいましょうか、そういったものが設定でき

れば、今、少しずつ動き得る状況にはなってきて

いるのではないかと思います。

外務省もそこの辺は相当理解してもらえるよう

な状況になっておりますので、具体的な謀題につ

いて提言などをされれば、対応は十分あり得るの

ではないかと思います。

司会者大変希望のもてるお話、ありがとうござ

いました。

もっと質問をお受けしたいのですけれども、時

間が過ぎておりますので、先生の特別講演はこれ

をもちまして終了させていただきたいと思いま

す。幸い、相棒先生は懇親会にもご出席いただけ

ると伺っておりますので、その席でまた親しくい

ろいろお伺いしていただければと存じます。

先生、どうもありがとうございました(拍手)。

相津講師 ありがとうございました。

一一了一一

へ
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